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と海風とが合体して，日変化をし厚さが1kmで水平ス

ケールが200kmを越える広域的局地風系を作り出すこ

とも事実である（Kondo，1990b）．関東地方の場合，関

東平野が高崎，前橋方向へ切れ込んでいることが重要で

あり，藤部（1988）の指摘のように，熱的低気圧の気圧

降下が前橋で一番低くなるという事実とよく一致する．

　「大規模海風」という言葉が関連しそうな3つの現象

について述べた．一つはスケールが大きな低緯度地方で

見られる海風であり，二つめは谷風と海風の合体したも

の，もう一つは谷風と一般場が特殊な条件のもとに合体

したものである．英文名「Extended　Sea　Breeze」1ま，

谷風と海風の合体したものについて使われているようで

ある（Carrol　and　Baskett，1979）．これらの現象につい

て，どんな名前が適切であるのか，実はまだ定まってい

ないような気がするので，読者のみなさんも考えてみて

ください．
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